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心に響く人生の匠たち
「千人回峰」というタイトルは、比叡山の峰々
を千日かけて駆け巡り、悟りを開く天台宗の荒
行「千日回峰」から拝借したものです。千人の
方々とお会いして、その哲学・行動の深淵に
触れたいと願い、この連載を続けています。
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いて、簡単に説明していただけますか。

道家　気候変動枠組条約は人とエネルギーの関

係に関するルールを策定するものであり、生物多

様性条約は人と自然の関係性を扱う条約です。現

在、生物多様性条約には196カ国が加盟しており、

締約国会議はその方向性やルールを決める場で、

私はその交渉の過程でどのようにルールや目標

が決まっていくかということを、日本のさまざま

道家　1992年にブラジルで開かれた地球サミッ

トで、気候変動枠組条約とともに生物多様性条

約がうまれましたが、私は生物多様性条約をフォ

ローアップしており、主にその情報収集と日本の

取り組み状況についての発信を行っています。最

近では、24年10月にコロンビア・カリで開かれた

COP16に参加しました。

奥田　その会議の位置付けと道家さんの役割につ

奥田　道家さんは国際自然保護連合日本委員会

（IUCN-J）の会長として世界中を飛び回っていら

っしゃいますが、具体的にはどんなお仕事をなさ

っているのでしょうか。

国際会議で生物多様性条約を
フォローアップ

人と自然の関係性を良好なかたちに戻し
それをいかに保持していくか
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【東京・茅場町発】道家さんはこれまで20年以上にわたって自然保護の仕
事に携わり、国際会議参加のため、毎年4、5回は海外に出張するそうだ。
仕事の内容については本文に譲るが、海外出張といっても行き先は気軽
に行ける都市とは限らない。2024年10月に参加した生物多様性条約第
16回締約国会議（COP16）開催地のコロンビア・カリまでは飛行機を乗
り継いでおよそ30時間かかったという。語学力や交渉力、調整力など知
的体力もさることながら、肉体的なタフさも要求される仕事なのだ。
� （本紙主幹・奥田芳恵）
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「ものづくりの環」の詩「ものづくりの環」の詩

ものを使う人がいますものを使う人がいます

ものを売る人がいますものを売る人がいます

ものをつくる人がいますものをつくる人がいます

いつの時代も私たちは生活の心地よさを求めますいつの時代も私たちは生活の心地よさを求めます

その意（おもい）が新しいものを生みますその意（おもい）が新しいものを生みます

使う人、売る人、つくる人──使う人、売る人、つくる人──

私たちは「ものづくりの環」のなかで私たちは「ものづくりの環」のなかで

すべての人の心が豊かになることを願っていますすべての人の心が豊かになることを願っています

使う人使う人
売る人売る人

つくる人つくる人

BCNは「ものづくりの環」を支えBCNは「ものづくりの環」を支え
育むメディア企業です育むメディア企業です

※この記事は、BCN+Rの「千人回峰（対談連載）」で公開中です。
https://www.bcnretail.com/hitoarite/

http://www.bcn . co. jp/

な機関に伝える役割を担っています。例えば、大

学などの研究機関や関連するNGO、また行政機

関としては環境省がメインで参加しているのです

が、参加できなかった他の省庁にその詳細を伝え

たりしています。

奥田　条約ができてからも、継続的にその内容が

検討されているのですね。

道家　COP16には金融機関や商社など民間企業

の方を含め50人ほどが参加したのですが、私は08

年の第9回から8回続けて参加していることもあっ

て、そうした方々に会議のポイントや注目点をレ

クチャーする案内役も務めました。企業からの参

加は、回を追うごとに増えてきていますね。

奥田　なぜ、民間企業がそうした会議に参加する

ようになったのですか。

道家　近い将来、大企業に対して、自然関連財

務情報開示タスクフォース（TNFD）による情報

開示が求められると予想されていることが挙げら

れるでしょう。気候関連財務情報開示タスクフォ

ース（TCFD）、つまり脱炭素への取り組みについ

ての情報開示は、すでに東京証券取引所がプライ

ム市場対象企業に対して義務化しています。そう

した流れもあり、TNFDに対応するための情報収

集も盛んになってきたというのが一番大きな理由

と考えています。

奥田　情報開示の義務化が進んでいる理由は、

どんなところにあるのでしょうか。

道家　例えば損害保険会社だったら、気候変動

による自然災害の発生によって保険金の支払いが

増加しているという現状があり、銀行の場合は、

そうした問題を含めた融資先のリスクを測定する

必要があります。つまり、脱炭素や自然環境の保

全について企業がどれだけ理解し対策をとってい

るかが、業界における優位性保持につながると考

えられるようになったからだと思います。

奥田　企業の意識も、だいぶ変わってきたという

ことでしょうか。

道家　そうですね。かつて、こうしたことに取り

組むことはコストと捉えられてきましたが、今は

コストはコストでも当たり前のコストと考えられる

ようになってきました。これまで私たちは自然が

つくり出したもの、例えば海から魚をタダでもら

ってきたわけですが、それはもう無理であるとい

う認識が浸透してきたのだと思います。

奥田　ところで、道家さんは哲学の修士号をお持

ちですが、今の自然保護のお仕事とは少しギャッ

プがあるように感じます。

道家　大学・大学院で哲学を専攻した理由は、

私の名前が哲平だからです。

奥田　えっ？

道家　いや、これは冗談ではないんです。子ども

の頃、自分の名前を説明するときに「哲学の哲と

平和の平」と言えばだいたい分かってもらえたの

ですが、中学・高校になると「哲学の哲」とは言

っているものの、哲学とは何かということが気に

なり始めました。ところが、哲学の本を読んでも

全然分からない。ならば大学で勉強してみるかと、

哲学科に入りました。理系科目が苦手だったわけ

ではないんです（笑）。

奥田　お名前がきっかけで専攻を決めたというお

話は初めて聞きました。でも、哲学は全ての学問

の源ですから、道家さんにとってはむしろ自然な

選択なのかもしれませんね。

道家　大学では、哲学の中でも「応用倫理」とい

う学問に魅力を感じました。応用倫理というのは、

新しく生まれるさまざまな社会課題をどう捉えて

いくかという学問で、当時、例えば「着床前診断

をどう考えるか」というテーマがあって、受精卵

を診断できる技術ができ、遺伝性疾患の発症の

可能性などが予想できるようになったのですが、

すると、こうした事実にどう向き合うか、法的に

どう考えるか、そもそもそういう診断をすることが

許されるのか、といった多くの課題が出てきます。

そこで真の論点は何か、現実的にそれが許されて

いる、あるいは禁止されている理由は何かといっ

たことを突き詰めていくのが応用倫理で、哲学と

いってもかなり実践的な学問であると思います。

奥田　哲学というと、ギリシャ哲学のような古典

的な学問のイメージがありますが、それだけでは

ないのですね。それで、道家さんにとって「哲学

とは」と問われたら、どうお答えになりますか。

道家　これは先輩から教えられたことですが、「ボ

ーっと認識していたものについて、じっくり考え

ること」と答えます。さきほどの着床前診断の話

にしても、「新しい技術によって遺伝性疾患の有無

が事前に分かるのはいいことだ」と漠然と捉える

のではなく、そこで一歩立ち止まって、その診断

がどういう意味を持つのか、私たち個人の判断が

どんな結果と責任をもたらすのかというところま

で、じっくり考えるわけです。

奥田　たしかに、そこまで物事の是非を深く考え

ることは日常的にはあまりありませんね。

道家　米国で博士号に相当する称号はPh.Dです

が、このPhはPhilosophy、つまり哲学のことです。

どの学問分野においても、ある対象についてとこ

とん掘り下げて研究した人だけがPh.Dを称するこ

とができるわけで、哲学というのはまさにじっく

り考えることといえるのではないでしょうか。

奥田　なるほど。後編では、もっとじっくりお話

をうかがいたいと思います。

　1980年、東京都生まれ。2002年、千葉大
学文学部卒業。05年、千葉大学大学院文学研究科修士
課程（哲学）修了。04年、日本自然保護協会（NACS-J）
事務局勤務。同年からNACS-J職員として国際自然保
護連合（IUCN）日本委員会の運営に従事。副会長兼事務
局長を経て、25年から現職。
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大学・大学院で
哲学を専攻したワケ

観葉植物の
ベンジャミン

　道家さんのお気に入りは、オフィス
に置かれている観葉植物のベンジャ
ミン。毎朝、道家さんが水やりをする
のだが、コロナ禍のときに枯らしてし
まったこともあったそうだ。1990年
代から日本自然保護協会の会報誌に
も擬人化されて登場しており、ずっと
大切にされてきた。だから、長期出張
の際には必ず「ベンジャミンをよろし
く」とスタッフにメモを残すそうだ。
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